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新型ハイブリッドシステムを搭載した次世代特急車両
「HC85系」の運行開始による環境負荷低減

 

受賞の
ポイント

大容量の蓄電池を付加した高度な充放電制御システムを開発し、鉄道走行に必要なエンジン
台数を削減することで省エネルギー化を可能とした国内最速の新型ハイブリッド車両の
実用化に成功したことは、カーボンニュートラルの実現による脱炭素社会の形成に大きく
貢献するものと高く評価された。

◆回生ブレーキによる電力を蓄電池に充電し、加速や空調・照明等に
使用することなどにより、従来型車両「キハ85系」と比べて燃費が
約35%向上し、CO2を約30%、NOxを約40％削減

◆今後、特急「ひだ」・「南紀」に順次投入予定。エンジンを1両あたり2台
から1台に削減できることから、自社保有のエンジンが92台削減。
CO2排出量は約6,000t/年削減

◆東海旅客鉄道株式会社は、ハイブリッド車両では国内初となる時速
120kmを誇り、山間線区での高い登坂性能を実現させた次世代特急
車両「HC85系」を開発した。
◆約8年にも及ぶ技術開発での度重なる検証を経て、1両あたりのエン
ジンを2台から1台に減らし、その分を蓄電池で補う新型ハイブリッド
システムを完成させ、安全性・快適性・環境性能の向上及びトータル
コストの低減を実現した。
◆2022年7月から名古屋駅～高山駅間の特急「ひだ」で運行を開始し、
今後はこの新型車両を順次投入し更なる輸送サービスの向上と
カーボンニュートラルに貢献する取組を進める。

◆新型車両「HC85系」は、従来型車両「キハ85系」と比較して１両あたりのエンジンを２台から１台に削減しつつ大容量蓄電池の搭載により、
キハ85系と同等の走行性能を実現

●推進軸・変速機を介してエンジン２台
の出力で走行

●主電動機を介してエンジン１台で発電した電力と主蓄電池に貯めた電力で走行
●加速時は、エンジン発電を主として走行し、状況に応じて主蓄電池でアシストすることで、
高速走行を実現

●ブレーキ時は、回生ブレーキで発生した電力により、主蓄電池を充電

概要

先駆性・独創性

環境負荷低減効果

HC85系の新型ハイブリッドシステムの特長

 

新型車両「HC85系」

CO2排出量比較

旅客用鉄道車両では国内最大容量の主蓄電池（40kWh）を搭載
　⇒ 国内最速の120km/hかつ山間線区での高い登坂性能を実現

高効率の永久磁石同期発電機及び電動機を同時導入かつ蓄電池の最適な充放電制御システムを搭載
　⇒ 蓄電池の負担軽減・長寿命化を実現

車両に搭載する主蓄電池、電力変換装置、補助電源装置の３装置を一体・小型化
　⇒ ハイブリッドシステムを担う全機器の床下設置を実現し、必要な客室空間を確保

高い走行性能

高効率化

小型化

従来型車両「キハ８５系」 新型車両「HC８５系」 

従来型車両
「キハ８５系」
新型車両
「HC８５系」

△約30%
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大島造園土木株式会社

連絡先

土壌の連続性に
より根詰まりや
乾燥を防止

十分な土壌量を
確保し植物の生育
を促進

植物と土壌を分離
させない構造

タイヤの踏圧から
植物を保護

植物の養分吸収
促進•生育増大

土壌への
有機物供給増加

OH-C 混合

土壌微生物
活性化

有機物の腐植化・
土壌の団粒化・
健全な土壌の形成

10cm10cm

大島造園土木株式会社　https://www.oshimazoen.co.jp
名古屋市中区栄1-10-34　052-221-1356

国内初の緑化技術や業界初の生育基盤整備技術を開発し、都市の様々な空間に緑地を創出すると
ともに、長年にわたり造園緑化業界を牽引したことは、生物多様性保全による自然共生社会の形成
に大きく貢献するものと高く評価された。

◆緑化事業を通じて多様な面から環境負荷低減に貢献している。

◆創業150年を迎えた大島造園土木株式会社は、国内初の都市緑化や業界初の生育基盤整備など
の様々な技術・製品を開発し、造園緑化業界をリードしてきた。
◆開発した技術は業界内の標準・定量化を推進し、ヒートアイランド現象の緩和、景観性の向上、
生物の生息生育空間の創出、高い節水効果の実現など環境負荷低減を図る「緑化ソリューション
企業」としての役割を果たしている。

◆長年培ってきた緑化技術や生育基盤整備技術により都市の様々な空間に緑地を創出している。

様々な都市空間の緑化技術

透水試験器

都市緑化技術 生育基盤整備技術

都市緑化技術 生育基盤整備技術

●成長は早いが壁面への被覆が難しかった付着型
つる植物のヘデラ類が
登はん可能
●特殊加工により耐候
性・難燃性を付加

ツルパワーパネル（日本初）

概要

先駆性・独創性

環境負荷低減効果

壁面緑化 累計44万m2採用（全国シェアNo.1）

●“経験と勘”に頼って評価されて
いた植栽基盤の硬さ・透水性を
定量的かつ正確に分析可能

●植樹の健全・旺盛な生育環境を
創出

長谷川式土壌調査器具（業界初）

植栽基盤分析 NEXCO、UR都市機構で必須調査項目に採用

●植物の生育に必要な土壌
スペースを確保
●タイヤの踏圧から植物の
茎を保護
●植物の永続的な生育を
実現

グリーンテクノパーキング

駐車場緑化 累計1万2千m2以上採用

有機・無機複合土壌改良材「OH-C」

土壌改良材 天然記念物で実績多数

●植穴掘削不要で、施工やメンテナンス
が難しい斜面でも簡単に植栽可能
●表面からの雨水を取り込む集水機能を
装備
●裏面の一部を生分解性とし、大地への
根系伸長を促進

EG植栽パック（日本初）

のり面緑化 累計70万袋以上販売

●土壌水分センサ・雨センサ・流水
量センサを同時搭載

●潅水のミス、無駄、労力を大幅に
低減

●土壌水分量の最適化で節水に貢献

●室内の温度上昇抑制（壁面の熱流入量60％削減）
●ヒートアイランド現象緩和（アスファルト舗装面と比較し
て顕熱25％削減）
●生物の生息生育空間創出

●植物の生育に最適な地盤創出
●植物の生育促進
●潅水時の節水（従来品比68％節水（梅雨時90％節水）の
実績）

スマートグリーン潅水システム（日本初）

潅水タイマー 累計1,500台以上販売

1m

2m

●優れた養分効果を持つ腐熟堆肥に、
微生物の働きにより土壌の団粒化を
促す土壌有効菌とパーライトを配合

●高い保水性・通気性・透水性により植物
の成長を促進

受賞の
ポイント

みどり豊かなまちづくりを実現する
先駆的な緑化技術

携帯へ
情報発信

異常を
お知らせ

土壌水分
センサ

雨
センサ

流水量
センサ
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